
第4回　関西元気な地域づくり発表会

近木川再発見からまちづくり〈観光/地域文化〉②地域文化

1．活動方針・目的
＜地域の目線で考え、地域の動きで活動＞
　祖先は、自然の恵みに感謝をし、畏敬の念をいだき、長い年月をかけて人と自然とのいい関係を築い
てきた。しかし、個人主義、豊かさを物質的なことへ求めるなどで、その関係がくずれてきた。そこで、
それ（人と自然とのいい関係）を見つめなおし、再構築することを目的として活動する。

2．活動内容
＜「人と自然とのいい関係」の再構築　　子どもの案画による川の分校づくりへ＞
　近木川の水質が、2級河川で二度（5・9年度）も全国ワーストワンになった。平成7年度、近木っ子探
検隊を結成し活動を始めた。活動は、清掃と遊びで楽しさから、活動は持続した。ハクセンシオマネキ
の発見。8年度から総合学習の取り組みが盛んになり、子どもの豊かな感性での表現と行動には、大人
はかなわない。昨年5月に実施した「子どもと大人の井戸端会議」で子どもたちは、将来の水辺について
　「人間の一方的じゃない川。」「人も、生き物も、川も、海も、お互い好きでいられる川。」といい、その
ために何をすればいいかについて　「川のことを良く知る。」「活動の輪を広げる。」「ゴミを捨てない。」

「生活排水をきれいにする。」などの意見が出た。
　子どもと大人の井戸端会議（平成17年から継続）　近木川フォーラム（平成7年から継続）　出前教室

（平成8年から）　環境学習のサポート（平成8年から）などをしている。
　平成11年2月、子どもから「遊べる近木川にしてください。」近木川市民フォーラムで提案があり、こ
れを受けて、近木川流域自然大学　海・山・川の分校とし、市の施策計画位置づけ、海の分校は、貝塚
市立自然遊学館、山の分校は、ほの字の里と既設の施設で対応、川の分校を「子どもの参画」で進め、ロ
ジャー・ハート,ロビン・ムーア両先生からご指導いただき、まちづくりへつなげている。
地域特性⇒自然環境、歴史的遺産　祖先が築いた生活文化などを調べ「地域の誇り」となる情報を提供

している。これ等の活動から、近木川大好き、貝塚大好きと郷土愛が育ち、ふるさと志向が
高まれば、「人と自然とのいい関係」を取り戻問題す活動につながる。「暮らしでの問題（生活
排水など）は、暮らしで解決を」　結果　BOD21mg ／ l（平成9年度）から6.7（平成19年度）
に

3．過去の失敗事例
　近木川汽水ワンド（15年度大阪府により事業化）　フォーラムで提案のあった「近木川河口に汽水ワ
ンドを。」についてつくる会を発足させた。自然再生事業を意識して、①流域での取り組み、②市民活動
として、などから取り組んだ。①は、「遊べる近木川にしてください。」子どもの提案、近木川流域自然大
学　川の分校づくり。①は、町会連合会が中心での取り組みで、「汽水ワンドをつくる会」の会長に町会
連合会長が就任。②について事務局が、専門的な取り組みに終始したため、最終提案書をまとめる会議
で、地元町会の同意が得られなかった。事業化で、事業担当者（大阪府）のきめ細かい対応、町会に信頼
関係のある人の活動などで地元町会の了解を得ることができた。

4．今後の課題等
　「近木川汽水ワンド」については、校区となる「西小学校環境科学クラブ」の活動を子どもの目線で支
援する。高校、大学との連携、大人との協働。近木川流域自然大学　川の分校づくりの取り組みは、「子
どもの参画」で進めて7年になるが、貝塚市民の理解を得てまちづくりの柱になるよう活動する。

近木川再発見からまちづくり
大阪府貝塚市立自然遊学館非常勤嘱託

近木川流域自然大學研究会　代表　橋本 夏次
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